
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































－  184  －－  184  －
大
塚
　
修 
『
普
遍
史
の
変
貌
』（
中
川
）
浸
透
し
て
お
り
、
逆
に
イ
ル
ハ
ー
ン
朝
期
に
編
纂
さ
れ
た
普
遍
史
書
は
、
基
本
的
に
は
そ
れ
ま
で
の
普
遍
史
書
の
流
れ
を
汲
ん
だ
構
成
・
内
容
で
あ
っ
た
と
し
て
、
従
来
の
研
究
へ
の
反
証
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
従
来
の
研
究
で
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
ム
ス
タ
ウ
フ
ィ
ー
『
選
史
』
に
光
を
当
て
、
こ
の
書
の
歴
史
叙
述
が
後
世
の
歴
史
家
に
与
え
た
多
大
な
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
。
ム
ス
タ
ウ
フ
ィ
ー
は
イ
ラ
ン
の
地
を
支
配
し
た
諸
王
の
歴
史
を
旧
約
的
系
譜
に
位
置
づ
け
、
王
朝
の
起
源
を
イ
ス
ラ
ー
ム
以
前
に
求
め
る
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
、
旧
約
的
普
遍
史
、
古
代
ペ
ル
シ
ア
史
、
オ
グ
ズ
伝
承
の
三
者
の
伝
承
を
接
合
し
た
の
だ
。
　
イ
ル
ハ
ー
ン
朝
末
期
か
ら
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
初
期
に
か
け
て
の
ペ
ル
シ
ア
語
文
芸
活
動
の
保
護
・
奨
励
と
、
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
宮
廷
に
お
け
る
歴
史
編
纂
事
業
に
つ
い
て
論
じ
た
第
三
部
で
は
、
普
遍
史
編
纂
と
政
権
と
の
関
係
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
。
イ
ル
ハ
ー
ン
朝
衰
退
後
の
各
地
方
政
権
に
お
い
て
は
、
イ
ラ
ン
の
地
の
王
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
保
護
者
、
イ
ル
ハ
ー
ン
朝
の
後
継
者
の
三
点
が
強
調
さ
れ
、
支
配
の
正
当
性
を
担
保
し
て
い
た
。
　
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
時
代
に
な
る
と
、
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
は
イ
ラ
ン
の
地
と
ト
ゥ
ラ
ン
の
地
両
方
の
支
配
者
だ
と
い
う
意
識
が
確
立
し
、
オ
グ
ズ
伝
承
が
普
遍
史
叙
述
の
上
で
重
要
な
構
成
要
素
と
な
る
。
加
え
て
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
の
血
統
自
体
に
権
威
が
付
与
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
旧
約
的
普
遍
史
、
古
代
ペ
ル
シ
ア
史
、
オ
グ
ズ
伝
承
の
三
者
が
一
体
と
な
っ
た
歴
史
叙
述
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
前
時
代
ま
で
の
歴
史
書
の
内
容
が
整
理
・
体
系
化
さ
れ
た
こ
と
と
、
同
時
代
の
歴
史
認
識
を
反
映
し
た
歴
史
書
が
編
纂
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
期
に
古
代
ペ
ル
シ
ア
史
叙
述
の
典
型
の
一
つ
が
成
立
す
る
。
こ
こ
に
至
り
ひ
と
つ
の
完
成
を
見
た
普
遍
史
叙
述
は
、
後
世
の
歴
史
家
、
ひ
い
て
は
現
代
の
研
究
者
に
ま
で
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。
　
終
章
に
お
い
て
、
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
に
お
い
て
成
立
し
た
普
遍
史
上
の
人
類
史
叙
述
は
、
古
代
ペ
ル
シ
ア
史
、
旧
約
的
普
遍
史
、
オ
グ
ズ
伝
承
の
三
者
が
融
合
し
た
「
新
し
い
」
人
類
史
だ
と
ま
と
め
ら
れ
る
。
普
遍
史
と
い
う
枠
組
み
は
、
多
様
な
民
族
・
宗
教
・
王
朝
を
内
包
す
る
ペ
ル
シ
ア
語
文
化
圏
に
、
そ
れ
ら
全
て
の
歴
史
を
叙
述
し
う
る
場
を
与
え
た
の
だ
。
後
の
時
代
に
お
い
て
も
、
基
本
的
な
構
造
は
維
持
し
つ
つ
も
、
そ
の
内
容
は
時
代
・
地
域
の
要
請
、
著
者
の
関
心
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
に
形
を
変
え
な
が
ら
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
普
遍
史
の
広
が
り
は
、
そ
の
叙
述
の
豊
富
さ
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
本
書
の
意
義
は
、
研
究
の
対
象
と
す
る
範
囲
が
時
代
や
王
朝
と
い
う
枠
組
み
を
越
え
た
包
括
的
な
も
の
で
あ
る
点
に
特
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
中
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
文
献
の
豊
富
さ
は
特
筆
に
値
す
る
。
膨
大
な
一
次
資
料
を
精
査
す
る
試
み
は
著
者
の
長
年
の
研
究
の
蓄
積
あ
っ
て
の
も
の
で
あ
る
。
独
自
に
見
出
し
た
写
本
を
使
用
す
る
な
ど
広
く
史
料
を
渉
猟
し
、か
つ
丁
寧
な
考
察
を
行
っ
た
著
者
の
見
識
が
、
先
行
研
究
の
限
定
的
な
枠
組
み
へ
の
鋭
い
指
摘
と
普
遍
史
研
究
へ
の
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
可
能
に
し
た
と
い
え
よ
う
。
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）  
